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６
月
に
入
り
本
格
的
な
梅
雨
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
早

い
時
期
か
ら
台
風
が
日
本
列
島
に
接
近
し
て
い
ま
す
。

梅
雨
時
か
ら
秋
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
か
け
て
は
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
や
風
水
害
に
特
に
警
戒
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
「
早
め
の
避
難
」
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
新
た
に
作
成
し
た
「
美
祢
市
地
域
防
災
計
画
」
を
基
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
防
災
対
策
に
万
全

を
期
し
て
い
き
ま
す
。

土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
か
ら
起

こ
り
ま
す
。
一
時
間
に
20

以
上
、

ま
た
は
降
り
始
め
か
ら
の
降
水
量

が
１
０
０

以
上
に
な
る
と
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
と
き
に
は
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
に
特
に
注

意
し
、
今
ど
れ
だ
け
雨
が
降
っ
て

い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
で
き
ま
す

下
関
地
方
気
象
台
や
県
土
木
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
降
水
量
や
警
報
・
注
意

報
の
発
表
な
ど
気
象
情
報
が
確
認

で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

県
土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

2009年（平成 21 年）6月 1日

大
雨
の
と
き
に
は
、
突
然
の
が

け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
や
急
激

な
河
川
の
増
水
な
ど
状
況
が
突
然

一
変
し
ま
す
。

土
砂
災
害
は
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、

発
生
し
て
か
ら
の
避
難
で
は
逃
げ

遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

次
の
前
ぶ
れ
を
感
じ
た
と
き
は
、

安
全
な
場
所
や
避
難
所
に
早
め
の

避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【【
前前
ぶぶ
れれ
】】

■
が
け
崩
れ

○
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る

○
が
け
に
亀
裂
が
入
る

○
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く

る

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
危

険
箇
所
は
「
土
砂
災
害
危
険
箇
所

マ
ッ
プ
」
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
土
砂
災
害
危
険
箇
所

マ
ッ
プ
」
は
市
建
設
課
に
備
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
砂
防
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　

http://kikenm
ap.pref.yam

agu
chi.lg.jp

問
合
せ
先

市
建
設
課
土
木
係

（

０
８
３
７

５
２
２
０
）

県
美
祢
土
木
事
務
所

（

０
８
３
７

１
１
０
５
）

県
砂
防
課
（

０
８
３
｜
９
３

３
｜
３
７
５
０
）

 

■
土
石
流

○
川
が
濁
り
、
流
木
が
流
れ
る

○
山
鳴
り
が
す
る

○
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、

川
の
水
位
が
下
が
る

■
地
す
べ
り

○
地
面
に
ひ
び
割
れ
や
ず
れ
が
　
　

で
き
る

○
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る

○
斜
面
や
が
け
か
ら
水
が
噴
き

出
す

http://y-bousai.pref.yam
aguch

i.lg.jp

下
関
地
方
気
象
台

http://w
w
w
.fukuoka-jm

a.go.jp/
shim

onoseki/shim
o1.htm



突
然
襲
っ
て
く
る
災
害
に
備
え

て
、
日
頃
か
ら
の
心
構
え
が
肝
心

で
す
。
家
族
全
員
で
次
の
こ
と
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
家
屋
周
辺
の
危
険
箇
所

○
避
難
経
路
　
○
避
難
場
所

○
非
常
時
の
連
絡
方
法
な
ど

市
総
務
課
地
域
安
全
係

（

０
８
３
７

１
１
１
０
）

市
美
東
総
合
支
所
総
務
課

（

０
８
３
９
６

５
０
０
０
）

市
秋
芳
総
合
支
所
総
務
課

（

０
８
３
７

１
９
１
２
）

美
祢
消
防
署

（

０
８
３
７

２
１
７
６
）

美
祢
警
察
署

（

０
８
３
７

０
１
１
０
）

避
難
す
る
と
き
に
は
、
早
く
逃

げ
る
と
と
も
に
、
十
分
安
全
を
考

え
な
が
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

○
服
装
は
、
動
き
や
す
い
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う

○
携
行
品
は
、
両
手
が
自
由
に
使

え
る
よ
う
に
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
、

背
負
い
ま
し
ょ
う

○
家
庭
の
火
の
始
末
や
戸
締
ま
り
　

2009年（平成 21 年）6月 1日

避
難
し
た
と
き
や
停
電
な
ど
に

備
え
て
、
非
常
持
出
品
を
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
持
出
品
は
避

難
時
に
両
手
が
使
え
る
よ
う
に
リ

ュ
ッ
ク
に
入
れ
、
重
さ
は
10
〜
15

程
度
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
出
品
の
例

飲
料
水
、
非

常
食
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ

オ
、
救
急
医
療
品
、
現
金
、
貴

重
品
、
衣
類
、
そ
の
他
生
活
に

必
要
な
も
の

を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う

○
家
族
や
近
隣
の
人
に
声
を
か
け
、

一
緒
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

○
避
難
経
路
は
、
が
け
下
な
ど
危

険
な
場
所
は
避
け
て
、
遠
回
り

に
な
っ
て
も
安
全
な
道
を
選
び

ま
し
ょ
う

市
で
は
、
希
望
者
（
登
録
者
）

に
気
象
情
報
な
ど
の
防
災
情
報
や

防
犯
情
報
を
電
子
メ
ー
ル
で
、
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
配
信
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
方
法
は
、
携
帯
電
話
ま
た

は
パ
ソ
コ
ン
でh

ttp://w
w
w
.

m
inecity.jp/user/

を
入
力
し
、

「
新
規
」
を
選
択
し
、
画
面
の
指

示
に
従
い
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
総
務
課
地
域
安
全

係
（

０
８
３
７

１
１
１
０
）



 

2009年（平成 21 年）6 月 1 日



平成２１年５月１５日号の市報での「公的年金に係る市県民税の納税方法が変わります」の掲載について、徴収
方法の記載に誤りがありました。正しくは下記のとおりです。

「徴収方法」●特別徴収を開始した翌年度以降（平成２２年度以降）
（ ）普通徴収（仮徴収） →→ （ ）特別徴収（仮徴収）

 

2009年（平成 21 年）6 月 1 日

問合せ先 市税務課市民税係（ ０８３７ ５２３４）



                       

2009年（平成 21 年）6 月 1 日



平
成
21
年
度
　
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

安安
全全
はは
　　
意意
識識
とと
知知
識識
とと
　　
心心
掛掛
けけ

「
危
険
物
」
と
言
え
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
他
に
も
、
ご

家
庭
で
使
用
す
る
除
光
液
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
接
着
剤
な
ど
広
く
利
用
さ

れ
、
私
達
の
生
活
に
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
は
、
私
達
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
反
面
、
そ
の
保
管
方

法
や
、
取
扱
い
方
法
を
誤
る
と
、
火
災
等
の
災
害
を
誘
発
す
る
危
険
性
を
も
っ
て
い
ま

す
。危

険
物
の
保
管
や
取
り
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
　
必
要
以
上
に
買
い
だ
め
し
な
い
。
特
に
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
な
ど
、
自
動
車
用
燃
料

の
買
い
だ
め
は
危
険
で
す
。
極
力
控
え
て
く
だ
さ
い
。

②
　
火
気
の
近
く
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。

特
に
ベ
ン
ジ
ン
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
可
燃
性
の
蒸
気
を
発
生
し
や
す
い
も
の
の
側
で

火
を
使
用
す
る
の
は
危
険
で
す
。

③
　
使
用
す
る
前
に
容
器
に
表
示
さ
れ
て

い
る
注
意
事
項
を
よ
く
読
む
。

④
　
保
管
場
所
は
火
気
を
使
用
す
る
場
所

か
ら
遠
ざ
け
、
直
射
日
光
が
当
た
る
場

所
や
高
温
と
な
る
場
所
も
避
け
る
。

⑤
　
灯
油
を
車
両
で
運
搬
す
る
場
合
は
ポ

リ
容
器
な
ど
の
ノ
ズ
ル
を
は
ず
し
て
密

栓
し
、
容
器
が
転
倒
し
な
い
よ
う
ロ
ー

プ
な
ど
で
固
定
す
る
。

危
険
物
で
の
事
故
を
無
く
す
た
め
に
、

職
場
や
ご
家
庭
で
危
険
物
の
貯
蔵
・
取
扱

い
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、
安
全
の
確

保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

2009年（平成 21 年）6月 1日

問
合
せ
先

美
祢
市
消
防
本
部

予
防
課
危
険
物
係

（

０
８
３
７

２
２
８
６
）



高
血
圧
は
頭
が
痛
い
、
重
た
い
、

顔
が
ほ
て
る
、
ふ
ら
つ
く
と
い
う

よ
う
な
症
状
が
現
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
は
っ
き
り
し
た
症
状

が
な
い
場
合
の
方
が
多
い
で
す
。

病
院
で
の
血
圧
測
定
で
上
の
血
圧

が
１
４
０
以
上
、
下
の
血
圧
が
90

以
上
、
家
庭
血
圧
測
定
で
上
の
血

圧
が
１
３
５
以
上
、
下
の
血
圧
が

85
以
上
を
高
血
圧
と
し
ま
す
。
高

血
圧
が
続
く
こ
と
に
よ
り
全
身
の

血
管
を
硬
く
老
化
さ
せ
（
動
脈
硬

化
）、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
引
き
お

こ
し
ま
す
。
今
回
は
高
血
圧
と
関

係
す
る
主
な
病
気
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

き
が
破
綻
し
命
を
お
と
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
心
筋
梗
塞
の
範

囲
が
広
い
時
は
そ
の
後
の
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
60
歳

未
満
の
集
団
で
は
、
血
圧
が
１
６

０
前
後
の
人
が
心
臓
の
血
管
の
病

気
に
な
る
確
率
は
血
圧
が
１
２
０

前
後
の
人
と
比
べ
て
12
倍
も
高
く

な
る
と
い
う
や
は
り
ア
ジ
ア
人
で

の
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。（
同
じ

く
60
〜
70
歳
の
人
で
３
倍
前
後
、

70
歳
以
上
の
人
で
２
倍
前
後
）

健
康
チ
ェ
ッ
ク

血
圧
を
定
期
的
に
測
り
ま
し
ょ
う

山
村
　
泰
世

脳
の
血
管
が
破
裂
し
て
し
ま
う

脳
出
血
、
脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
て

し
ま
う
脳
梗
塞
が
あ
り
ま
す
。
重

い
麻
痺
を
残
し
た
り
、
重
症
の
場

合
意
識
が
戻
ら
な
い
状
態
に
な
っ

た
り
と
日
常
生
活
を
大
き
く
変
化

さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
の
あ
る
病

気
で
す
。
脳
出
血
と
脳
梗
塞
を
ま

と
め
て
脳
卒
中
と
よ
び
ま
す
が
、

血
圧
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
脳

卒
中
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

60
歳
未
満
の
集
団
で
は
、
血
圧
が

１
６
０
前
後
の
人
が
脳
卒
中
に
な

る
確
率
は
血
圧
が
１
２
０
前
後
の

人
と
比
べ
て
15
〜
20
倍
も
高
い
と

い
う
ア
ジ
ア
人
で
の
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。（
同
じ
く
60
〜
70
歳
の

人
で
６
倍
前
後
、
70
歳
以
上
の
人

で
３
倍
前
後
）

2009年（平成 21 年）6 月 1 日　

心
臓
は
収
縮
と
拡
張
を
繰
り
返

し
な
が
ら
全
身
に
血
液
を
送
り
出

し
て
い
ま
す
が
、
高
血
圧
が
続
く

と
心
臓
の
壁
が
徐
々
に
厚
く
硬
く

な
り
心
臓
が
拡
張
す
る
の
に
余
分

な
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
態
に
な
る
と
心
臓
に
負

担
が
か
か
り
心
不
全
と
い
っ
て
体

が
む
く
ん
だ
り
、
息
が
苦
し
く
な

っ
た
り
し
ま
す
。

方
の
う
ち
高
血
圧
が
主
な
原
因
と

考
え
ら
れ
る
方
が
約
１
割
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

大
動
脈
（
体
の
中
で
も
っ
と
も

太
い
動
脈
）
が
高
血
圧
等
が
原
因

で
異
常
に
大
き
く
な
っ
た
り
破
裂

し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
い
っ
た

ん
破
裂
し
て
し
ま
う
と
治
療
を
す

る
前
に
シ
ョ
ッ
ク
死
し
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
る
病
気
で
す
。
症
状

が
な
い
ま
ま
大
き
く
な
り
Ｃ
Ｔ
検

査
等
を
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

以
上
高
血
圧
と
関
連
の
深
い
病

気
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に

高
血
圧
の
治
療
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
１
度
血
管
の
病
気
に
な

ら
れ
た
方
は
再
発
の
可
能
性
も
高

く
、
再
発
予
防
に
も
血
圧
を
十
分

下
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
な
お

こ
れ
ら
の
病
気
は
高
血
圧
だ
け
が

原
因
で
な
く
糖
尿
病
や
高
脂
血
症

等
の
関
与
も
大
き
い
病
気
で
す
。

高
血
圧
の
治
療
に
加
え
糖
尿
病
や

高
脂
血
症
の
治
療
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

若
い
頃
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

低
血
圧
だ
っ
た
と
い
う
人
で
も
年

齢
と
共
に
血
圧
は
上
が
っ
て
き
ま

す
。
家
庭
血
圧
も
含
め
血
圧
を
定

問
合
せ
先

美
祢
市
立
病
院

（

０
８
３
７

１
７
０
０
）

期
的
に
測
る
習
慣
を
つ
け
て
高
血

圧
を
早
期
に
発
見
す
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

心
臓
の
血
管
が
細
く
な
る
狭
心

症
、
心
臓
の
血
管
が
つ
ま
っ
て
し

ま
う
心
筋
梗
塞
が
あ
り
ま
す
。
重

症
の
心
筋
梗
塞
で
は
血
管
が
つ
ま

っ
て
間
も
な
い
時
点
で
心
臓
の
働

年
齢
と
共
に
腎
臓
の
働
き
は
衰

え
ま
す
が
高
血
圧
の
人
は
高
血
圧

で
な
い
人
に
比
べ
て
衰
え
る
速
度

が
速
い
（
約
10
〜
20
倍
前
後
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
）
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
腎
臓
を
悪
く

さ
れ
て
透
析
を
受
け
ら
れ
て
い
る

近
代
看
護
を
築
い
た
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
で
制

定
さ
れ
た
看
護
の
日
（
５
月
12
日
）

と
看
護
週
間
（
５
月
10
〜
16
日
）

に
合
わ
せ
て
、
美
祢
市
立
病
院
や

美
祢
市
立
美
東
病
院
に
勤
務
し
て

い
る
看
護
師
が
、
市
内
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
美
祢
市
立
美

東
病
院
内
で
、
各
種
数
値
測
定
や

健
康
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
、
美
祢
市
立
病
院
に
勤
務
し

て
い
る
看
護
師
が
買
い
物
等
に
こ

ら
れ
た
人
に
、
血
圧
、
体
脂
肪
、

骨
密
度
な
ど
を
測
定
し
、
そ
の
結

果
か
ら
健
康
相
談
や
栄
養
指
導
に

応
じ
て
い
ま
し
た
。
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■
上
級
職

試
験
職
種

行
政
一
般
・
土
木
一
般

採
用
人
員

行
政
一
般
９
名
程
度

・
土
木
一
般
３
名
程
度

受
験
資
格

昭
和
55
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
、

ま
た
は
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人

■
中
級
職

試
験
職
種

保
育
士

採
用
人
員

２
名
程
度

受
験
資
格

昭
和
55
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
資

格
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
を

取
得
す
る
見
込
み
の
人

■
共
通
事
項

提
出
す
る
も
の

受
験
申
込
書

最
終
学
校
卒
業
（
見
込
）
証
明

書最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

取
得
免
許
証
の
写
し
（
保
育
士

の
み
）

申
込
期
間

６
月
２
日

〜
６
月

22
日

（
郵
送
は
当
日
消
印
有

効
）

第
一
次
試
験
日
　
７
月
26
日

受
験
申
込
書
の
請
求
先

市
総
務

課
、
美
東
総
合
支
所
総
務
課
、

秋
芳
総
合
支
所
総
務
課

申
込
・
問
合
せ
先

市
総
務
課
人
事
係

（

０
８
３
７

１
１
１
１
）

開
講
ク
ラ
ス

学
童
（
初
級
）
ク
ラ
ス
25
名

５
m
以
上
の
「
け
の
び
」
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
面
か
ぶ
り

ク
ロ
ー
ル
を
マ
ス
タ
ー
す
る
。

学
童
（
中
・
上
級
）
ク
ラ
ス
15
名

息
継
ぎ
ク
ロ
ー
ル
を
マ
ス
タ
ー

す
る
。

幼
児
（
年
長
）
ク
ラ
ス
25
名

水
に
な
れ
親
し
み
、
浮
く
こ
と

が
で
き
よ
う
に
な
る
。

開
催
場
所

美
祢
市
温
水
プ
ー
ル

開
講
月
日

（
10
時
30
分
〜
12
時
）

学
童
ク
ラ
ス

７
月
４
日

・
５
日

・
11
日

・
12
日

・
18
日

・
19
日

幼
児
ク
ラ
ス

７
月
25
日

・
26
日

・

８
月
１
日

・
２
日

・
８
日
　

・
９
日

受

講

料

３，
７
５
０
円
（
各
ク
ラ
ス
と
も
）

申
込
み
方
法

美
祢
市
温
水
プ
ー
ル
に
備
え
　

付
け
の
、
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
美
祢
市
温
水
プ
ー

ル
受
付
窓
口
に
受
講
料
を
添
え

て
申
し
込
む
（
電
話
で
の
申
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。）。
先
着
順

で
定
員
に
な
り
次
第
募
集
を
終

了
し
ま
す
。

申
込
期
間

学
童
ク
ラ
ス
　
６
月
９
日

〜

６
月
23
日

（
13
時
30
分
〜

20
時
）

幼
児
ク
ラ
ス
　
６
月
30
日

〜
　
　

７
月
11
日

（
13
時
30
分
〜

20
時
）

問
合
せ
先

美
祢
市
温
水
プ
ー
ル
（

０
８

３
７

３
３
０
０
）

平
成
21
年
度
４
月
か
ら
開
設
予

定
の
本
郷
児
童
ク
ラ
ブ
（
本
郷
小

学
校
内
）の
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
１
名
（
パ
ー
ト
指
導

員
）

勤
務
場
所
　
本
郷
小
学
校
内

応
募
資
格
　
保
育
士
の
資
格
又
は
　

学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
小

学
校
等
の
教
諭
と
な
る
資
格
を

有
す
る
人
で
、
土
曜
日
の
勤
務

が
可
能
な
人
（
詳
細
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。）

雇
用
条
件

時
給
８
４
０
円
（
通

勤
手
当
支
給
）

応
募
方
法

履
歴
書
に
資
格
証
明

書
等
の
写
し
を
添
え
て
、
本
庁

地
域
福
祉
課
に
提
出
す
る
。

問
合
せ
先

市
地
域
福
祉
課
（

０
８
３
７

５
２
２
８
）

開
催
日
時
　
７
月
18
日

17
時
〜

花
火
大
会
終
了
迄
（
荒
天
の
場

合
は
順
延
）

募
集
店
数
　
16
店
程
度

募
集
条
件
　
市
内
の
団
体
及
び
個

人
で
、
市
内
特
産
品
等
を
利
用

し
た
飲
食
物
等
の
販
売
及
び「
美

祢
市
」
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
人

募
集
締
切
　
６
月
19
日

問
合
せ
先
　
美
祢
市
観
光
振
興
課
　

（

０
８
３
７

０
３
０
４
）

健
診
結
果
で
気
に
な
る
点
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
毎
日
の
食
事
の
改

善
で
、
健
康
な
体
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
時
期
に

む
け
た
健
康
メ
ニ
ュ
ー
の
調
理
実

習
も
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

内
　
　
容

管
理
栄
養
士
に
よ
る

講
話
と
調
理
実
習
、
試
食

参

加

費

無
料
（
米
０
・
５
合
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）

対
　
　
象

65
歳
未
満
の
市
民

募
集
人
数
　
１
会
場
あ
た
り
20
人

程
度

開
催
日

７
月
７
日美

祢
市
保
健
セ
ン
タ
ー

７
月
31
日

厚
保
公
民
館

８
月
６
日

豊
田
前
公
民
館

時
　
　
間

９
時
20
分
〜
13
時

申
込
方
法

開
催
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
美
祢
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
込
む
。

問
合
せ
先

美
祢
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（

０
８
３
７

０
３
０
４
）
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６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
美
祢

市
に
は
市
長
の
推
薦
に
よ
り
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
左
記
11

人
の
人
権
擁
護
委
員
が
人
権
に
つ

い
て
の
ご
相
談
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お

子
さ
ん
の
か
ら
だ
の
発
育
、
運
動

機
能
の
発
達
、
こ
と
ば
や
し
つ
け

等
に
つ
い
て
の
専
門
相
談
（
予
約

制
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
医
師
、
心
理
、
言
語
療
法

士
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
に
よ
り
、
お
子
さ
ん
の
発
育
発

達
を
促
す
た
め
の
方
法
、
接
し
方
、

適
切
な
各
種
機
関
の
紹
介
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

開
催
場
所
　
〒
７
５
５
―
０
０
３

１
　
宇
部
市
常
盤
町
２
丁
目
３

―
28

山
口
県
宇
部
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
２
階
診
察
室

時
　
間
　
９
時
〜
12
時

日
　
程
　

６
月
８
日

・
７
月
13
日

８
月
10
日

・
９
月
14
日

10
月
26
日

・
11
月
９
日

12
月
14
日

平
成
22
年
１
月
25
日

平
成
22
年
２
月
８
日

平
成
22
年
３
月
８
日

問
合
せ
先
　
山
口
県
宇
部
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
健
康
増
進
課
　

地
域
保
健
班

０
８
３
６

３
２
０
２
）

日
　
時
　
９
月
17
日

９
時
30

分
〜
12
時
（
受
付
９
時
〜
）

場
　
所
　
山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー

ク
　
講
堂

対
象
者
　
平
成
５
・
８
・
11
年
に

資
格
を
取
得
さ
れ
た
人

申
込
期
間

６
月
８
日

〜
６
月

29
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
市
上
下
水
道

課
（

０
８
３
７

０
７
９
５
）

美
祢
市
で
は
、
市
内
へ
の
定
住

を
促
進
す
る
た
め
、
希
望
者
に
対

し
空
き
家
の
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

昨
今
、
市
内
外
よ
り
空
き
家
を

希
望
す
る
旨
の
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
空
き
家
の

登
録
数
が
少
な
い
た
め
、
十
分
な

情
報
提
供
が
で
き
な
い
状
態
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

美
祢
市
内
で
の
空
き
家
の
提
供

が
可
能
な
人
、
ま
た
は
、
空
き
家

の
情
報
を
お
持
ち
の
人
は
、
是
非

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
市
総
合
政
策
部
企
画
政

策
課
（

０
８
３
７

１
１
１

２
）

県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
向

け
た
自
主
的
な
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
む
事
業
者
や
団
体
な
ど
を

認
証
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

対
　
象
　
県
内
に
活
動
の
拠
点
を

持
つ
事
業
者
や
団
体
な
ど

要
　
件
　
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と

・
仕
事
と
家
庭
・
地
域
生
活
の
両

立
支
援

・
男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り

・
女
性
の
能
力
の
活
用
　
な
ど

採
用
予
定
人
員
　
37
人
程
度

受
験
資
格

昭
和
51
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
山

口
県
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同

等
と
認
め
る
も
の
を
含
み
、
短

期
大
学
を
除
く
。）を
卒
業
し
た

人
又
は
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

申
込
締
切
　
持
参
又
は
郵
送
の
場

合
６
月
12
日

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
場
合
６
月
５
日

）

申
込
先
　
山
口
県
人
事
委
員
会
事

務
局
　
〒
７
５
３
―
８
５
０
１
　

労
働
環
境
の
変
化
や
雇
用
形
態
　

の
多
様
化
に
伴
い
、
解
雇
や
雇
止

め
と
い
っ
た
労
働
ト
ラ
ブ
ル
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
労
働

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

企
業
の
雇
用
管
理
担
当
者
や
事
業

主
が
最
低
限
押
さ
え
て
お
き
た
い

労
働
関
係
法
令
の
ポ
イ
ン
ト
と
対

処
方
法
に
つ
い
て
の
講
演
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

内
　
容
　
知
ら
な
き
ゃ
ト
ラ
ブ
る
！

労
働
法
の
ポ
イ
ン
ト
　
〜
こ
れ

だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
労
働

法
の
キ
モ
〜

講
　
師

㈱
広
島
企
業
年
金
設
計
　

代
表
取
締
役
　
石
井
　
孝
治

開
催
日

６
月
16
日

13
時
30
分
〜
16

時
30
分
　
周
南
市
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
（

０
８
３

４

３
２
１
０
）

６
月
17
日

13
時
30
分
〜
16

時
30
分
　
山
口
県
健
康
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
（

０
８
３
―
９
３
　

４
―
２
２
０
０
）

応
募
方
法
　
電
話
で
お
申
込
く
だ

さ
い
。（
６
月
５
日

）

受
講
料
　
山
口
県
労
働
協
会
会
員
　

２，
０
０
０
円
　
上
記
会
員
以

外
３，
０
０
０
円
（
＊
当
日
受

付
に
て
徴
収
い
た
し
ま
す
。）

対
象
者

県
内
の
労
使
関
係
者
お

よ
び
一
般
の
人

主
　
催

山
口
県
・
山
口
県
労
働

協
会

共
　
済
　
山
口
県
中
小
企
業
労
務

改
善
団
体
連
合
会

申
込
・
問
合
せ
先

山
口
県
商
工

労
働
部
労
働
政
策
課
労
働
情
報

班
（

０
８
３
―
９
３
３
―
３

２
１
６
）

山
口
市
滝
町
１
番
１
号

問
合
せ
先
　
美
祢
警
察
署
（

０

８
３
７

０
１
１
０
）、
最
寄
り

の
交
番
・
駐
在
所

申
込
・
問
合
せ
先
　
県
男
女
共
同

参
画
課
（

０
８
３
―
９
３
３

―
２
６
３
０
・http://w

w
w
.d

anjo.pref.yam
aguchi.lg.jp/

）



収
入
の
少
な
い
方
に
は
契
約
弁
　

護
士
・
司
法
書
士
事
務
所
で
の

無
料
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
民
事
法
律
扶
助
制
度
）

法
テ
ラ
ス
山
口
で
の
無
料
法
律
相

談
日
（
※
要
予
約
）

①
毎
週
月
曜
日
13
時
30
分
〜
16

時
30
分
　
６
〜
10
名
程
度

②
毎
週
金
曜
日
10
時
〜
12
時
　

４
〜
８
名

予
約
先

法
テ
ラ
ス
山
口
　

０

５
０
―
３
３
８
３
―
５
４
９
０

（
９
時
〜
17
時

〜

＊
祝
日

は
除
く
。）

昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
た

め
、
雇
用
危
機
に
よ
っ
て
最
も
打

撃
を
受
け
て
い
る
派
遣
労
働
者
や

山
口
県
で
は
、「
食
の
安
心
・
安

全
」
に
関
す
る
相
談
・
通
報
に
、

専
門
の
職
員
が
答
え
る
「
食
の
安

心
相
談
室
」
及
び
「
食
の
安
心
ダ

イ
ヤ
ル
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

食
の
安
心
相
談
室

設
置
場
所
　
県
庁
２
階
　
生
活

衛
生
課
横

食
の
安
心
ダ
イ
ヤ
ル

食
の
安
心
相
談
室
（
県
庁
）
及

び
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

設
置
場
所

食
の
安
心
相
談
室
（
県
庁
）

０
８
３
―
９
３
３
―
３
０
０
０

山
口
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
８
３
―
９
３
２
―
２
２
６
９
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平
成
21
年
度
か
ら
労
働
保
険
の

年
度
更
新
（
平
成
20
年
度
分
の
確

定
保
険
料
と
平
成
21
年
度
分
の
概

算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
）
の
手

続
き
は
６６
月月
１１
日日
かか
らら
７７
月月
1100
日日

まま
でで
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

電
子
申
請
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、
申
請
書
を
電
子
申
請

し
た
場
合
に
は
電
子
納
付
を
行
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
労
働
保
険
適
用
徴
収
・
電

子
申
請
お
知
ら
せ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://ip.roho-chosyu.nhlw
.g

o.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
こ
と
が
あ
る
人
は
、

宇
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
８
３
６

３
０
０
１

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
８
３
７

２
８
３
２

萩
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
８
３
８

２
６
７
１

受
付
時
間

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

〜

（
祝
祭
日
は
除
く
・
受
付
時
間

外
は
、
留
守
番
電
話
等
で
連
絡

先
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

受
付
内
容

食
の
安
心
・
安
全
に
関
す
る
相

談
・
通
報
全
般

（
例
）
食
品
表
示
に
関
す
る
疑
問
・
　

相
談
、
食
品
の
安
全
性
に
関

す
る
相
談
、
取
扱
商
品
の
表

示
に
関
す
る
相
談
等

法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
応
じ
た
最
も

適
切
な
機
関
・
団
体
の
情
報
を
無

料
で
提
供
し
ま
す
。

法法
テテ

ララ

スス

（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
）

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

００
５５
７７
００
――
００
７７
８８
３３
７７
４４

平
日
　
９
時
〜
21
時

土
曜
　
９
時
〜
17
時

※
日
曜
・
祝
日
を
除
く
、
固
定
電

話
か
ら
の
通
話
料
金
３
分
８
・
５

円
税
別
）

県
内
各
地
に
お
い
て
、
申
告
書
の

記
入
相
談
・
受
理
、
保
険
料
の
納

付
な
ど
が
で
き
る
「
申
告
受
付
相

談
会
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

場
　
　
所

サ
ン
ワ
ー
ク
美
祢

開
催
日
時

７
月
２
日

10
時

〜
15
時

問
合
せ
先

山
口
労
働
局
労
働
保

険
徴
収
室
　

０
８
３
―
９
９

５
―
０
３
６
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://.w
w
w
yam
aguchi.plb.

go.jp

ン
タ
ー
）

〔
山
口
市
湯
田
温
泉
５
―
１
―
１
〕

０
８
３
―
９
０
１
―
１
１
２
２

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〔
緊
急
用
〕

０
１
２
０
―
２
３
８
１
２
２

電
話
相
談

平
日
　
８
時
30
分
〜
22
時

土
日
　
９
時
〜
18
時

(

祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く)

面
接
相
談
（
要
予
約
）

平
日
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
弁
護
士
等
に
よ
る
専
門
相
談
も

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

山
口
県
男
女
共
同
参
画
相
談
セ
ン

タ
ー
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

人
権
擁
護
委
員
名
簿

松
田
　
雅
　
　
　
大
橋
　
莊
一

廣
中
　
義
忠
　
　
藤
永
　
和
之

植
田
　
暢
宏
　
　
山
本
　
淳
子

宮
川
　
淳
子
　
　
木
島
　
和
世

阿
武
　
玲
子
　
　
石
川
　
哲
也

中
村
　
保
義

【
特
設
人
権
相
談
所
】

美
祢
地
区

日
　
時
　
６
月
２
日

13
時

〜
15
時
ま
で

場
　
所
　
市
民
会
館

秋
芳
地
区

日
　
時
　
６
月
１
日

13
時

〜
15
時
ま
で

場
　
所
　
秋
吉
公
民
館

美
東
地
区

日
　
時
　
６
月
３
日

13
時

30
分
〜
16
時
ま
で

場
　
所
　
美
東
町
真
長
田
定
住

セ
ン
タ
ー

相
談
内
容

法
律
、
人
権
、
土
地
、

家
屋
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
な
ど

あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の
心
配
事

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
先

山
口
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
（

０
８
３
―
９
２

２
―
２
２
９
５
）



 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

サ
ー
ク
ル
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
は
、
次
の
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

美
祢
来
福
セ
ン
タ
ー

（

０
８
３
７

５
３
３
８
）

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（

０
８
３
７

５
２
６
１
）
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３
月
14
・
15
日
開
催
の
美
祢
市

エ
コ
・
リ
サ
イ
ク
ル
展
の
売
上
金

を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

美
祢
市
の
エ
コ
に
関
す
る
こ
と
に

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

エ
コ
・
リ
サ
イ
ク
ル
展
出
展
団
体

㈲
美
祢
環
境
ク
リ
ー
ン

美
祢
市
環
境
衛
生
推
進
協
議
会

消
費
者
の
会

竹
細
工
（
木
村
様
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

期
間
従
業
員
な
ど
の
非
正
規
労
働

者
の
権
利
擁
護
を
図
る
た
め
、
全

国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
主
催
で

電
話
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

実
施
日
付
　
６
月
10
日

10
時

〜
21
時

相
談
受
付
　

０
１
２
０
―
６
１

０
―
６
１
４

内
　
　
容
　
派
遣
・
非
正
規
労
働

者
の
方
か
ら
の
労
働
問
題
に
関

す
る
相
談
に
つ
い
て
、
問
題
解

決
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
山
口
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会
　
防
府
市
大
字
新
田

７
５
０
番
地
　
司
法
書
士
　
上

田
明
弘
（

０
８
３
５

５
７

１
７
　

０
８
３
５

５
７
１

８
）
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日本では、年間約１,９００万トンの食品廃棄物が排出されています。この中には、本来食べられるにも
かかわらず捨てられているもの、いわゆる「食品ロス」が約５００～９００万トン含まれると推計されま
す。食品ロスをなくすためには、すべての人が、食べ物への感謝の心を大切にして、「残さず食べる」「感
謝の心をもつ」など、食についての習慣を身につけることが重要です。
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